
 

 

 

「サンタがきたら起こしてね」 

サンタさんが来てくれることをみんな 

心待ちにしています。様々な動物さんのところにも 

そっとプレゼントを届けます。 

最後は僕のところにも・・・。 

ほっと心温まる絵本です。 
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 とても暖かい 11 月を過ごしました。気持ちの良いお天気の中、外でたくさん遊ぶことはでき

ましたか？ しかし、みんながこのお天気に誘われて観光地へ出かけたこと等によって、コロナ

感染の勢いが増してきました。今もう一度、一人ひとりの行動が問われているように思います。

みんなで感染予防に気を付けながら、遊ぶにはどうしたらよいのでしょうね。 

 

「あそび」って何だろう？ その２ 

 先回のクローバー便りで、幼児にとっての「あそび」は自由で自発的なものであり、自分から

興味や関心を持って意欲的に物事に関わること。「やってみたい」と思い、その事柄に関わる、そ

して「できた！たのしかった！」と達成感を得たら「またやってみたい！」と次の意欲につなが

る。「子どもは遊びが学びであり、生活そのものである」と書きました。 

  

では、どうしたら子どもはやってみたいと思えるのでしょうか? お料理をしていると「やって

みたい」と言ってきます。危険な包丁だって「使ってみたい」。スマホを触っていれば「同じよう

にやってみたい」と言ってきませんか? それは、子どもにとって大好きな一番身近な人がやって

いるから、自分もやってみたいと思えるのです。これを『子どもが環境に関わって生み出す発意

の活動＝(イコール)あそび』といいます。そして、楽しいと思えることに没頭し、時間を忘れて取

り組むことができるのではないでしょうか? 

大好きな人がやっている事を見聞きし、安定した情緒の下で時間的・空間的・環境的に自己発

揮をする機会を保障してあげることが大切なのです。そして、周りにいる大人は、その子が、何

に興味を持ち、何を生み出そうとしているのか、そこに興味・関心を示すことが大切なのです。 

子どもは、何でもやってみたい、大人から見ると出来ないと思う事もやってみたい、と意欲溢

れる存在なのです。その芽を大切にしたいですね。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪クリスマスは何の日？≫ 

 クリスマスはイエス・キリストの降誕（誕生）を祝う祭（降誕を記念する日）です。 

日本では 1552年（天文 21年）に周防国山口（現在の山口県山口市）において、宣教師コスメ・

デ・トーレスたちが日本人信徒を招いて降誕祭のミサを行ったのが初めてのクリスマスとなりま

した。子ども達の楽しみにしているサンタクロースが来てくれる日だけでなくクリスマスの本当

の意味を知り、神さまからのプレゼントであるイエス・キリストの誕生に感謝して、みんなで喜

びを分かち合いながらクリスマスをお祝いするのもいいですね。 

 

 

 

 ≪お家であそんでみよう≫ 

 
 

クローバーだより     

 《子育て相談》 

 自分の子育てにこれでいいのかな？と不安に思われた時、 

こんな時どうしたらいいのと思われた時にお話にいらっしゃいませんか？ 

保育経験者がお話しさせていただきます。お電話で予約していただき、 

ご都合の良い日を決めさせていただきます。       

   TEL ０５６１－３６－８３７３  お電話お待ちしています  

 

おすすめ絵本 


